第４５回　鳥取市文化賞受賞者
清水増夫〔文化活動〕７６歳
【受賞理由】
鳥取でも芸術的文化的価値の高い映画を自主上映しようと、県職員を務める傍ら、「アートシネマ鳥取グループ」を立ち上げて、今年で50年。この間、「鳥取映画村」「NPO法人とっとりフィルムコミッション」「鳥取コミュニティシネマ」と名称を変えながら、休むことなく活動を続けてきた。上映回数359回、上映本数439作品にものぼる。

　これまで扱った作品は、初期の「鉄道員」「禁じられた遊び」「砂の女」「二十四の瞳」など国内外の名作から、映画館では見られない芸術的映画、貴重なドキュメンタリー映画など幅広い。また、個々の作品上映ばかりでなく、有名監督を招いての懇談会、鳥取出身の西河克己監督や岡本喜八監督の特集、「恋谷橋」「るろうに剣心」など地元で行われた映画・テレビのロケ支援も計109件行った。
　映画文化を通し、世界や人間の在り方を見つめるとともに、もう一度、私たちの住んでいる地域に目を向け、その魅力を再発見する活動へと歩み続ける上映活動。廃校となった学校や古民家を常設館に選び、「そこに土地の人や映画好きの若者が集まることができないか」と夢を追い続ける。
【経歴】　　　
昭和39年　鳥取県採用

昭和45年　県職員の傍ら「アートシネマ鳥取グループ」(1970－79)を設立
昭和55年　鳥取映画村(80－2004)代表に。

平成17年　県職員を退職して「NPO法人とっとりフィルムコミッション」(05－13)を立ち上げ、理事長に。顧問として郷土出身の西河克己監督、岡本喜八監督、小谷承靖監督を迎える。
平成26年　鳥取コミュニティシネマ(14－)代表。現在に至る。
【受賞歴】　　
（個人）平成15年　感謝状　智頭町長
（西河克己映画記念館の発案、交渉に対するもの）
（団体）平成19年　第20回山陰信販地域文化賞
(NPO法人とっとりフィルムコミッション)

平成23年　鳥取力創造運動優秀賞
(NPO法人とっとりフィルムコミッション)
【主な活動】　
・平成7年から13回、「とっとり映画祭」を開催

・平成11年　西河克己監督と交渉、平成15年西河克己映画記念館開館
NPO法人とっとりフィルムコミッションでのロケ支援の実績は、「るろうに剣心」や「西遊記」など、ロケを109件行い。鳥取発信に努めた。

・平成27年の被爆70年の節目の年から、被爆の語り部をうけつぐ意味で、「原爆映画」を毎年上映

・平成30年　映すことに心をかたむけた人を訪ねるドキュメンタリー映画「まわる映写機めぐる人生」(森田惠子監督)に、主役の一人として出演

・50年にわたる自主上映活動を続け、現時点での上映回数は359回、上映作品数は439本。

・清水個人が蒐集している映画資料(ポスター、チラシ、スチール写真、サイン)を使い、10回程度、「鳥取ゆかりのポスター展」などを行った。

【活動に対する思い】
・自主上映を始めるきっかけは、都会と地方の文化格差。自主上映活動により「地域間格差」を埋めたい。

・非商業的な良質の映画を上映するため、非映画館(公共施設)を使用し、積極的に自主上映活動を行っている。

・自主上映の楽しは映画を見ることだが、映画を愛するさまざまな人たちとの出会いも楽しみの一つ。これからも世界のまだ見ぬ映画を求めて自主上映を続けていきたい。い。
【現在】鳥取コミュニティシネマ代表
